様式第２号（第６条関係）
山添村ふるさと起業家等支援プロジェクト事業計画書

＜申請者情報＞
	会社名・団体名
	

	役職・事業部
	

	氏名（よみがな）
	

	電話番号
	

	メールアドレス
	



＜プロジェクト基礎情報＞
	事業に要する経費
	円

	補助対象経費
	円

	目標金額
	円

	寄附募集予定期間
	年　　月　　日　～　　　年　　月　　日

	想定される共感納税者

	メイン
	共感納税者：
寄附する理由：

	サ　ブ
	共感納税者：
寄附する理由：



＜書く前の確認事項＞
	ポイント①
	ポイント②
	ポイント③

	メイン共感納税者を
リアルに想像して書こう

メイン共感納税者が
すでに知っていること、
まだ知らないことを
理解しながら、
何を伝えるかを検討しましょう。
	地域にとって
なぜ重要なのかを伝えよう

取り組みの素晴らしさは、
なぜやるのか？が伝わらないと、
伝わりません。
”地域にとっての”重要性を
意識して書きましょう。
	
一次情報を大切にしよう


ネットで検索して出てくるような一般的な情報ではなく、
あなたが現地で見て知った情報を
盛り込むことを意識しましょう。



※参考文章
「桜祭りの開催（雲南市様）」https://docs.google.com/document/d/18j8bVwvqpTswl7bYVWbXe-dmuvZmJRDnwZ_Su6B9hA8/edit?usp=sharing　

「コウノトリの保護（雲南市様）」
https://docs.google.com/document/d/1O7XyBArKBs6QyDAao4If3AXgUTBheGMmWhidKnj_Hm0/edit

「オーガニック給食（綾町様）」
https://docs.google.com/document/d/16Ul0tykrYIVlM02lnc2SMyHEd4vnV8EpvSyl5L0SIK0/edit?usp=sharing

＜注意点＞
・写真には必ずキャプションを入れてください。
・３～４行を１段落とし、２～３段落程度で写真を挿入してください。
・専門的な用語の使用は避け、事業をよく知らない方でも分かるような言葉選びをしてください。
・地域外の方からも共感を得られるよう、なるべく公益性を強調してください。


＜タイトル：最大35文字＞
	◆ポイント
· メイン共感納税者に響くキーワードをチョイスしよう
· 「一言＋文章」の２文セットも良いです。
例）１万本の桜の絶景。100年の歴史を次世代へ繋げ！








＜For：最大８文字＞
	◆ポイント
· なるべく短く、目に留まるワードを設定しましょう
· タイトルとは違うキーワードを使うのも良いです。
例）森林再生　生物多様性　食育








＜実行者コメント：最大120文字＞
	
写真



◆内容
· このプロジェクトを通してどんな地域の未来を創りたいか
· プロジェクトへの意気込み
· ＜民間・起業家の方＞プロジェクト実施に至った個人的な背景・経歴など
◆ポイント
· 読み手に語りかけるよう、口語で書きましょう










	はじめに（最大500文字程度・画像１枚～３枚）



	
＜読む前の読者の気持ち＞

「このテーマ関心ある！どんなプロジェクトか詳しく知りたい。」

	▷
	
＜読んだ後の読者の気持ち＞

「このテーマって山添村にとってすごく重要なんだ！」




地域にとっての本プロジェクトの重要性に触れながら、プロジェクト実施の背景を伝えましょう。
また、すでに本プロジェクトについての何かしらの実績があれば、併せて記載してください。

重要性の伝え方例）
· 地域の歴史的背景から重要視されている
· 解決する課題の深刻さ、重大さ
· 日本社会全体的として注目されているテーマである（脱炭素・絶滅危惧種の保護など）









	支援が必要な理由・実現したいこと
（最大800文字程度・画像2枚～４枚）



	
＜読む前の読者の気持ち＞

「具体的にどんなことをしているんだろう？」

	▷
	
＜読んだ後の読者の気持ち＞

「このプロジェクトがうまくいけば、本当に課題が解決されそう！（期待感）」




課題が解決されない原因に対して、本プロジェクトが課題・原因の解決に有用であること伝えましょう。

· 実現したい未来に対する、現状の課題とその原因
· 原因をどのように解決するか、またその解決策の有用性について
· 解決した後の地域への好影響について









	プロジェクト資金の使い道
（使い道に対してそれぞれ画像1枚）



	
＜読む前の読者の気持ち＞

「取り組みはすごく共感するけど、いざ寄付するかは決めかねるなぁ...」

	▷
	
＜読んだ後の読者の気持ち＞

「私が寄付したら、ちゃんとプロジェクトのために使ってくれそう！」




集まった寄付を何に使うかを具体性を持って記載してください。
例）桜まつりの運営費用（警備費用、会場設営費、備品レンタル費、音響・ライトアップ費用等）
　　無料でどなたでもきていただけるお祭りですが、開催にあたっては安全に楽しんでいただけるような警備費や、より美しく桜を見せるためのライトアップの費用などが必要になります。

（１）

（２）

（３）








	さいごに
（最大300文字程度・画像最低1枚）



	
＜読む前の読者の気持ち＞

「このプロジェクトに寄付しようかな...どうしようかな...（最後のひと押しがほしい）」

	▷
	
＜読んだ後の読者の気持ち＞

「実行者の想い、本物だな。ちゃんと報告もしてくれるし、私の寄付を託して良さそう。今年のふるさと納税でこのプロジェクトを応援しよう！」




実現したい地域の未来の姿について、読者にアツく語りかけましょう。
また、今後LINEオープンチャットでどんなことを伝えていくか具体的に書きましょう。

	＜参考文章＞
ここまで読んでいただき、ありがとうございました！
先人から受け継いできた桜の景色を、子供たちやその次の世代にも残していけるよう観光振興課・雲南市が一丸となってプロジェクトに取り組みます。進捗状況は、寄付者の皆様にご参加いただけるLINEオープンチャットにてお伝えしますので、ご確認ください。枝の剪定や植樹等の桜の様子、桜守後継者の育成状況も写真交えてお届けする予定です。楽しみにしていてくださいね。みんなで手を取り合い、未来の桜の景色をつくりましょう。










＜ 収　支　予　算　書 ＞

	事業名
	

	区分
	予算額（千円）
	根拠

	
	　　　年度
	　　　年度
	　　　年度
	

	



収

入
	山添村ふるさと起業家等支援プロジェクト補助金
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	収入計
	
	
	
	

	






支

出
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	支出計
	
	
	
	



１　山添村ふるさと起業家等支援プロジェクト補助金は、寄附目標額の1/2の額を記載してください。
[bookmark: _GoBack]２　支出区分は、謝金、旅費、印刷製本費、消耗品費、使用料等に分けて記載してください。経理上の区分名で記載して構いません。

＜ 活動状況 ＞
作成日　　　　年　　月　　日
	1　法人・団体名
	

	2　代表者職・氏名
	

	3　所在地
	

	4　電話番号
	

	5　設立年月日
	　　  年　 月　 日設立
	6　社員数
	名

	7　役員数
	名（うち監事　 名）
	8　主な活動地域
	

	9　直近の決算額
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円
　（　　　年度　　年　　月　　日 ～ 　　年　　月　　日）

	10　経営者の略歴等
※略歴については、勤務先名だけではなく、担当業務や役職、身につけた技能等についても記載してください。

	年　　月
	

	年　　月
	

	年　　月
	

	年　　月
	

	年　　月
	

	年　　月
	

	年　　月
	

	年　　月
	

	年　　月
	

	11　活動目的及び活動内容
　※「活動内容」は、直近の事業報告書を添付していただくことで記載を省略することができます。

	



	12　山添村との協働実績（実施年度、事業名、内容及び関係）
　※該当があれば記入してください。

	



	13　活動内容又は決算及び財務の状況を紹介している ウェブページのＵＲＬ（あれば）

	





